
            

◆
平
成
二
十
年
度
予
算
関
係
（
四
件
） 

　
▽
平
成
二
十
年
度
千
葉
県
一
般
会
計
補

正
予
算 

　
▽
平
成
二
十
年
度
千
葉
県
特
別
会
計
母

子
寡
婦
福
祉
資
金
補
正
予
算 

　
▽
平
成
二
十
年
度
千
葉
県
特
別
会
計
中

小
企
業
振
興
融
資
資
金
補
正
予
算 

　
▽
平
成
二
十
年
度
千
葉
県
特
別
会
計
土

地
造
成
整
備
事
業
会
計
補
正
予
算 

◆
条
例
の
制
定
（
一
件
） 

　
▽
千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例 

◆
条
例
の
一
部
改
正
（
八
件
） 

　
▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等 

　
▽
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る

条
例 

　
▽
千
葉
県
県
税
条
例 

　
▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例 

　
▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例 

　
▽
食
品
衛
生
法
施
行
条
例 

　
▽
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例 

　
▽
千
葉
県
県
営
住
宅
設
置
管
理
条
例 

◆
そ
の
他
（
十
一
件
） 

　
▽
契
約
の
締
結
（
五
件
） 

　
▽
千
葉
県
土
地
開
発
公
社
の
定
款
の
一

部
変
更 

　
▽
千
葉
県
道
路
公
社
の
定
款
の
一
部
変

更 

　
▽
千
葉
県
及
び
千
葉
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
と
の
間
の
消
防
救
急
無
線

設
備
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る

事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
制

定
に
関
す
る
協
議 

　
▽
和
解 

　
▽
調
停
（
二
件
） 

 

〈
議
員
提
出
〉 

◆
条
例
及
び
規
則
の
一
部
改
正
（
三
件
） 

　
▽
千
葉
県
議
会
会
議
規
則 

　
▽
千
葉
県
政
務
調
査
費
の
交
付
等
に
関

す
る
条
例 

　
▽
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例 

   

　
▽
航
空
機
か
ら
の
落
下
物
の
防
止
対
策

の
徹
底
を
求
め
る
意
見
書 

　
▽
軽
油
引
取
税
の
用
途
に
よ
る
課
税
免

除
手
続
き
の
簡
素
化
を
求
め
る
意

見
書 

　
▽
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す

る
意
見
書 

　
▽
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
充
実
強

化
に
関
す
る
意
見
書 

　
▽
児
童
福
祉
法
の
早
期
改
正
と
平
成
二

十
一
年
度
福
祉
予
算
に
関
す
る
意

見
書 

　
▽
警
察
官
の
増
員
に
関
す
る
意
見
書 

　
▽
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る

普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書 

　
▽
学
校
耐
震
化
に
関
す
る
意
見
書 

　
▽
道
路
財
源
の
「
一
般
財
源
化
」
に
関

す
る
意
見
書 

　
▽
事
故
米
の
不
正
流
通
の
再
発
防
止
に

関
す
る
意
見
書 

   

　
▽
県
道
君
津
大
貫
線
の
早
期
改
良
整
備

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
▽
富
津
市
鬼
泪
山
国
有
林
一
〇
四
林
班

ほ
か
の
山
砂
採
取
事
業
の
早
期
着

手
に
向
け
て
の
土
石
採
取
対
策
審

議
会
の
早
期
開
催
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て 

　
▽
首
都
圏
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
促
進
及
び
有
効
活
用
に
向

け
た
集
中
投
資
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て 

　
▽
社
団
法
人
千
葉
県
ダ
ン
プ
カ
ー
協
会

に
対
す
る
特
別
助
成
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
第
一
項
、
第
二
項
） 

 
 

         

　
　
航
空
機
落
下
物
事
故
に
つ
い
て
、

航
空
会
社
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
場
合

の
補
償
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。 

 

　
　
昭
和
五
十
八
年
度
に
創
設
さ
れ
た

共
同
補
償
制
度
に
よ
り
行
う
こ
と
と
な

る
。 

　
こ
の
制
度
は
、
成
田
空
港
を
利
用
す

る
航
空
会
社
が
協
定
を
結
び
、
国
、
成

田
国
際
空
港
株
式
会
社
、
航
空
会
社
、

保
険
会
社
に
よ
る
「
航
空
機
落
下
物
確

認
委
員
会
」
に
お
い
て
落
下
物
の
可
能

性
の
あ
る
航
空
会
社
を
確
認
の
上
、
補

償
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

　
被
害
時
の
補
償
制
度
は
確
立
し
て
い

る
が
、
落
下
物
そ
の
も
の
を
解
消
す
る

こ
と
が
住
民
の
安
心
を
得
る
こ
と
と
な

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
落
下
物
の
解

消
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
対
応
し
て
い

き
た
い
。 

   

　
　
市
町
村
の
平
成
十
九
年
度
の
健
全

化
判
断
比
率
は
、
全
て
の
県
内
市
町
村

が
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
財
政
状
況
は
健
全
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
。 

　
ま
た
、
市
町
村
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
助
言
を
し
て

い
く
の
か
。
　 

 

　
　
県
内
で
は
早
期
健
全
化
基
準
を
超

え
た
市
町
村
は
な
い
。
し
か
し
、
実
質

公
債
費
比
率
が
一
八
％
を
超
え
、
地
方

債
の
発
行
に
際
し
許
可
を
要
す
る
市
町

村
が
六
団
体
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
将
来

負
担
比
率
が
二
○
○
％
を
超
え
た
市
町

村
が
五
団
体
あ
る
こ
と
な
ど
、
県
内
市

町
村
の
財
政
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
市
町

村
財
政
の
健
全
性
維
持
の
た
め
に
必
要

な
助
言
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

   

　
　
新
規
事
業
で
あ
る
救
急
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
導
入
事
業
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。 

 

　
　
救
急
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
導
入
事

業
は
、
救
急
患
者
の
搬
送
病
院
を
迅
速

に
決
定
で
き
る
よ
う
、
救
急
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
す
べ
て
の
疾
患
を
対
象
と
す
る
の
で

は
な
く
、
各
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
て

特
定
の
時
間
帯
、
疾
患
な
ど
に
限
定
し

た
形
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
当
面

の
緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
平
成
二
十

一
年
一
月
か
ら
香
取
・
海
匝
地
域
、
山

武
・
長
生
・
夷
隅
地
域
、
都
市
部
の
三

地
域
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

   

　
　
昨
年
、
市
川
市
に
お
い
て
発
生
し

た
英
国
人
女
性
殺
人
事
件
や
先
般
、
東

金
市
に
お
い
て
発
生
し
た
女
児
死
体
遺

棄
事
件
な
ど
未
解
決
事
件
が
住
民
に
不

安
を
与
え
て
い
る
が
、
県
警
と
し
て
県

民
が
安
心
で
き
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
あ
る
か
。 

 

　
　
こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
模
倣
性
、

再
犯
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
捜

査
本
部
を
立
ち
上
げ
て
早
期
検
挙
を
図

る
こ
と
を
第
一
と
し
、
併
せ
て
地
域
に

お
け
る
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
密
に

し
、
安
全
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。 

   

　
　
三
番
瀬
海
域
に
お
け
る
漁
業
協
同

組
合
へ
の
賠
償
額
に
つ
い
て
、
県
の
提

示
額
と
調
停
額
に
差
額
が
生
じ
て
い
る

が
、
金
額
の
根
拠
は
何
か
。 

 

　
　
調
停
委
員
会
か
ら
調
停
金
額
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
示
さ
れ

た
「
所
見
」
に
お
い
て
、
県
の
提
示
額

の
根
拠
で
あ
る
補
償
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

提
言
を
最
大
限
尊
重
す
べ
き
と
す
る
一

方
で
、
漁
協
の
約
三
十
年
の
長
期
に
わ

た
る
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
考
え
れ
ば
、

県
の
提
示
額
で
は
解
決
は
難
し
い
と
さ

れ
た
。 

　
調
停
金
額
は
、「
県
の
提
示
額
」
に
「
漁

協
等
の
長
期
間
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な

負
担
」
な
ど
が
加
味
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

   

　
　
千
葉
県
の
農
業
産
出
額
が
減
少
し

た
原
因
は
担
い
手
不
足
の
他
に
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
原
因
と
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
部
全

体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。 

 

　
　
数
字
的
な
産
出
額
の
分
析
を
す
れ

ば
、
畜
産
県
で
あ
る
鹿
児
島
県
に
抜
か

れ
た
の
は
、
千
葉
県
の
農
業
は
園
芸
が

主
で
あ
り
、
中
で
も
野
菜
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
肉
と
野
菜
の
単

価
の
違
い
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。 

　
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
よ
り
畜
産
関
係
の
国

内
産
需
要
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
県
と
し
て
も
雌
牛
が
生
ま

れ
る
よ
う
な
技
術
対
策
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ポ
ー
ク
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
化
対
策

な
ど
、
畜
産
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
、

本
流
で
あ
る
園
芸
に
つ
い
て
も
、
ハ
ウ

ス
な
ど
施
設
化
の
推
進
や
新
し
い
産
地

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。 

　
ま
た
、
生
産
現
場
に
お
い
て
は
、
ハ

ー
ド
面
で
あ
る
基
盤
整
備
と
ソ
フ
ト
面

の
担
い
手
支
援
を
並
行
し
て
進
め
る
と

と
も
に
、
生
産
と
販
売
を
両
輪
の
ご
と

く
推
進
す
る
と
い
う
姿
勢
の
も
と
、
農

林
水
産
部
の
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。 

   

　
　
松
戸
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
七

号
線
に
つ
い
て
、
今
後
、
松
戸
市
が
、

安
全
性
、
そ
の
他
総
合
的
な
観
点
か
ら

仮
に
、
新
た
な
道
路
案
を
土
台
と
し
た

変
更
案
を
示
し
た
と
き
、
県
は
市
の
意

向
を
尊
重
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

 

　
　
市
が
変
更
案
を
作
成
す
る
際
に
は
、

関
係
者
や
地
域
住
民
と
よ
く
話
し
合
い
、

関
係
法
令
等
に
従
い
、
必
要
な
協
議
を

整
え
て
作
成
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

県
と
し
て
も
市
の
変
更
案
を
尊
重
し
た
い
。 

   

　
　
安
房
博
物
館
を
館
山
市
に
移
譲
す

る
に
当
た
り
、
な
ぜ
水
族
館
を
再
整
備

す
る
の
か
。 

　
　
移
譲
に
当
た
っ
て
、
い
か
に
博
物

館
機
能
を
継
承
し
て
い
く
か
が
課
題
と

考
え
て
い
る
。
館
山
市
か
ら
は
、
現
在

の
博
物
館
機
能
を
包
括
的
に
継
承
し
た

い
旨
の
要
望
が
あ
り
、
そ
の
方
向
で
協

議
を
進
め
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
水
族
館
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
再
整
備
す
る
こ
と
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。 

 

主
な
質
疑
か
ら 
各
常
任
委
員
会
の 

可
決
さ
れ
た
議
案 

採
択
さ
れ
た
請
願 

可
決
さ
れ
た
意
見
書 

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会 

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会 

県
土
整
備
常
任
委
員
会 

文
教
常
任
委
員
会 

農
林
水
産
常
任
委
員
会 

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会 

総
務
常
任
委
員
会 

11月26日（水） 

27日（木） 

28日（金） 

29日（土） 

30日（日） 

12月  1日（月） 

2日（火） 

3日（水） 

4日（木） 

5日（金） 

6日（土） 

7日（日） 

8日（月） 

9日（火） 

10日（水） 

11日（木） 

12日（金） 

13日（土） 

14日（日） 

15日（月） 

16日（火） 

17日（水） 

18日（木） 

19日（金） 

月　　日 議　事　予　定 開議予定時間 

平成20年12月定例県議会会期及び議事・委員会予定（素案） 

※本案はおおよその日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議し最終 
　決定します。 

開会　知事提案理由説明 

議案調査のため休会 

 〃　　　　 

土曜日のため休会 

日曜日のため休会 

議案調査のため休会 

質疑並びに一般質問 

 〃 

 〃 

 〃 

土曜日のため休会 

日曜日のため休会 

質疑並びに一般質問 

 〃　　　　 

常任委員会準備のため休会 

常任委員会開催 

 〃　　　　 

土曜日のため休会 

日曜日のため休会 

常任委員会開催 

 〃　　　　 

常任委員会予備日 

総合調整のため休会 

委員長報告等　採決　閉会 

午前10時 

 

 

 

 

 

午前10時 

〃 

〃 

〃 

 

 

午前10時 

〃 

 

午前10時 

〃 

 

 

午前10時 

〃 

 

 

午後1時 

　10月2日の本会議において、県の平成19年度一般
会計及び特別会計の決算を審査するため、決算審査特
別委員会を設置しました。 

「決算審査特別委員会」を設置 

  杉田　守康（民主党） 

  石橋　清孝（自民党） 

   

 鐡本　　充・皆川　輝夫・臼井　正人 

 信田　光保・渡辺　芳邦・伊藤　昌弘 

 大野　　眞・大松　重和・松下　浩明（自民党） 

 花崎　広毅・石井　宏子・布施健太郎（民主党） 

 秋林　貴史（公明党） 

 丸山　慎一（共産党） 

 吉川　　洋（市民ネット・社民・無所属） 

【委　員　長】 

【副 委 員 長】 

【委　　　  員】 

平成20年（2008年）11月5日No.120


